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君
待
つ
と

―
―

万
葉
・
古
今
・
新
古
今



父
母
が
頭
か
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
言

ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る

右
の
一
首
、
丈
部
稲
麻
呂



防
人
の
情
と
為
り
て

思
を
陳
べ
る
歌

今
替
る
新
防
人
が
船
出
す
る

海
原
の
上
に
波
な
咲
き
そ
ね

万
葉
集
２
０
巻
４
３
３
５

大
伴
家
持



ラ
・
パ
ス
日
本
語
学
校



が
れ
き
か
ら

や
っ
と
見
つ
け

た

父
の
写
真



み
あ
げ
れ
ば

が
れ
き
の
上
に

こ
い
の
ぼ
り

リ
ン
！
と
希
望
の

鐘
が
な

り
だ
す
（
ロ
シ
ア
）

忘
れ
な
い
ん
だ

あ
の
太
陽

を
（
メ
キ
シ
コ
）

あ
き
ら
め
な
い
と

空
を
泳

い
だ
（
パ
キ
ス
タ
ン
）

そ
の
上
見
れ
ば

希
望
の
光

（
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）

風
が
吹
い
た
ら

必
ず
会
え

る
（
中
国
）

生
き
て
い
る
限
り

幸
せ
は

あ
る
（
ブ
ル
ン
ジ
共
和
国
）









人
が
繋
が
る
こ
と

自
分
事
に
す
る
こ
と



⑨
春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の

花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ

を
と
め

大
伴
家
持



心
に
思
ふ
こ
と
を
、
見
る
も
の
、

聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
ひ
出

る
な
り
。

大
伴
家
持
が
越
中
守
と
し
て

単
身
赴
任
、
五
年
目
に
詠
ん

だ
歌
。

こ
の
前
年
に
妻
も
越
中
に
呼

び
寄
せ
た
。

四
月
の
夕
暮
れ
に
庭
の
紅
の

桃
と
白
の
李
を
見
て
詠
む
。

翌
年
帰
京
が
叶
う
。



⑨
春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の

花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ

を
と
め

大
伴
家
持



万
葉
集
に
最
も

詠
ま
れ
た
植
物
は
？



万葉 古今 新古今

１位 萩 桜 桜

２位 梅 紅葉 松

３位 橘 梅 紅葉

４位 ススキ おみなえし 梅

５位 桜 萩 荻



梅
花
の
歌
（
「
万
葉
集
」
巻
五
）

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
于

帥
老
之
宅
、
申
宴
會
也
、
于
時

初
春
令
月
、
氣
淑
風
和
梅
披
鏡

前
之
粉
、
蘭
薫
珮
後
之
香…

…

王
義
之
「
蘭
亭
序
」



紀
貫
之
「
古
今
和
歌
集
」

力
を
も
入
れ
ず
し
て
、
天
地
を

動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を

も
、
あ
は
れ
と
思
は
せ
、
男
女

の
な
か
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武

士
の
心
を
も
、
慰
む
る
は
歌
な

り
。中

国
最
古
の
詩
集
「
詩
経
」

故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
神
、

莫
近
於
詩
。
先
王
以
是
經
夫
婦
、

成
孝
敬
、
厚
人
倫
、
美
教
化
、

移
風
俗
。

故
に
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動

か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
る
は

詩
よ
り
近
き
は
莫
し
。



古
典
の
中
に
す
ら
、
純
粋
な

「
日
本
」
は
存
在
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。



ラ
・
パ
ス
日
本
語
学
校



百
万
丁
豆
腐

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト





ラ
・
パ
ス
日
本
語
学
校







８
月
12

日

パ
ラ
グ
ア
イ

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
宅
訪
問



ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

=

万
葉
仮
名
か
ら
生
ま
れ
た
。

万
葉
以
前
：
漢
文
で
記
録
。





古
典
に
見
え
る
変
遷

古
典
の
中
に
あ
る
文
化
の
融

合
や
伝
統
の
継
承
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
？



⑨
春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の

花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ

を
と
め

大
伴
家
持


